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h
a

仏
び

ut a
 

f
e
w

 

acres, 

t
h
a
n

 

in 

the 

m
o
r
b

 brilliant 

an<J 

wealth}? 

j>erioclj 

the 

a
g
e

 

ot 

A
u
g
u
s
t
u
s
,

 

w
u
t

 

th

ひlaea 

is v
e
r
y

 
false 

: 

for 

let 

lis 

orant 

the 

fact, 

that 

w
h
e
n

 a

 

family 

h
a
s

 just l
a
n
d

 

e
n
o
u
g
h

 

for 

its 

s
u

ロslstenoej 

that Iport̂
on 

w
i
l
l

びe 

w
e
l
l

 cultivated; 

w
h
a
t

 

iiseiul 

deciu&OIJS 

are to 

びe 

d
r
a
w
n

 

f
r
o
m

 

it 

relative 

to 

m
o
a
e
r
n

 policv?- 

O
f

 w
h
a
t

 

use 

hi a

-
-
-

m
o
a
e
r
n

 

I
d
n
g
d
o
m

 

w
o
u
l
d

 

びe 

a

 

w
h
o
l
e

 

p
r
ovincd thus 

divided, 

h
o
w
e
v
e
r

 

well 

cultivated, 

exceot 
for the

-
‘

m
e
r
e

 

piurpose 

oi 

breeaing 

m
e
n
,

 

w
h
i
c
h
,

 

singly 

taken, 

is 

a

 

m
o
s
t

 

useless 

p
u
r
p
o
s
e

 : 

A

 

province 

o
f

s
u
c
n

 

fanners 

w
o
u
l
d

 

live 

o
nl
y 

to 

t
h
e
m
s
e
l
v
e
s

-*they 

w
o
u
M

 

c
o
n
s
u
m
e

 

n
o
t
H
n
o
-

びut 

the 

p
r
o
d
u
c
e

 
of

their 

lands

-
-t

h
e
y

 

w
o
u
l
d

 

not 

びe 

able 

to 

Ibuy 

m
anu

f
a
c
t
u
r
e
s

-
-a

n
d

 

t
h
e
y

 

conid 

p
a
y

 

n
o

 

taxes

w
i
thout 

a
n

 

opjpression 

w
h
i
c
h

 

wouid, 

r
e
d
u
c
e

 

t
h
e
m

 

けo 

indigence 

a
n
d

 

m
i
s
e
r
y

 J 

s
u
c
h

 .a 

fjoplllation is-..of 

n
o

 

use 

5 a

 

mociern state, 

p. 

4
7
, S

此
等
論
者
謂
へ
ら
く
羅

lif

に

f
f
i
bて
-は
其
昔
餅
地
が
極
小
面
積
に
分
割
せ
ら
れ

)

家
族
擧

>

て
僅
か
に
數

H

1

力
ー
の
土
地
に
個
食
せ
し
時
代

‘
の
方
ヲ
ー
ダ
ス
タ
ス
時
代
の
光
輝
あ

i

富

海
な
る
時
ょ
ク
農
業
は
繁
榮
せ

&
ご
◊是
れ
甚
し
き
誤
認
な

.CN 。
】

家
族
が
辛
ふ
じ
て
其
生
链
を

支
ふ
る
を
得
る
に
週
ぎ
ざ
る
小
面
勘
の

f
f
l地
を
耕
作
す
る
に
止
ま
る
ご
き
は
其
小
面
積
の

®

地
の
良
く

#

作
せ
ら
る
可
き
や
論
を
俟
た
す
、然
れ

ど

も
；此
例
を
今
日
の
農
政

.

.に
如
何
に
有
用
：

に
適
用
す
る
を
得
る
か

0今
日
の
國
家
に
於
て
全
國
を
斯

く

の
M
 

(極
小
部
分
に
割
し

.
 ̂

i

ビ
せ
ぱ
其
耕
作
は
如
何
に
，度
く
行
は
る
ビ
も
、么
に
ょ
キ
て
，得
る
所
は
必
韋
暇
-だ
單
に
其
れ

0
-
0 

0 

0 

0 

6 

0
^
0 

-
 

0 

0 

•
 

0 

0
6 

0 ̂

0 
、

.丈
け
の
人

n

を’養

ひ

撒

シ

ね

か

わ

版

^
:

s
i
'

か

.

も
！
：

も
何

V.
.

な
れ

然
九
卷

(

g 
ニ1)

ぉ

ほ

，

欺
洲
戦
料
则11

於
け
る
族
佛
雨
國
大
小
段
制旧

！-! 

S71,1

リ
レ
パ-け‘

.

1

J



''ザ'

i
I
；'̂
:;l

I
j'i
1̂

.J

I
I

1̂
'i
-i
r

欺
九
愈

-、.

M
M 

Y.. 

3 

^

赋
俠
戦
飢
拟11

於
け
る
级
佛
附
國
大
小
霞
狀
ぽLi 

-

> 

K 

S2

關
す
る
プ
！
サ-

T
^
Y
S
r

の
讲
究

凝、ぱ 
す、此 

る、 く 
外S の 

何®如  

物。 &
を0 J I  

も0 民 
消。は 
数0 唯、

すQ だ、 

る。自、 
こ。家，

ど0 の、

な0 生、 

カタ针、

るQ を、

可0 支、

ぐ。へ、

從、得、
て、る、 

» に、 

造'' 止、 

：! > ト 
業て彼、

品、等、諮 

を、は、る̂
買、 Eh ' 

ふ、耕、

0 、地、 

I T  の'̂  A
力、産、

を、物、
有、を、

せ、沿、

、%

し、
て、

の、
ffi、 
桃、 

を、 
も、 
輸、 
す•'» 

f余、 

裕、 

を> 
剩、
さ、

す
、貧
困
腐
乏
を
渡
起
す

K

迫
を
被
む
る
こ

y

し
‘な

く

グハ

 ̂

V

Î 
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b
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p
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p
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p
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w
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p
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r
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小
膚
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有
地
制
度
、質
素
な
る
生
活
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三
激
を
以
て
農
業
繁
榮
の
原
因
な

&

ビ
す
る
論
者
ほ
.職 

業
少
き
ほ
と
人

n

は
多
か
る
可
し
ご
主
張
す
る
も
の
な
ら
ざ
る
可
か
ら
す
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に
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に
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沒
理
あ
ら
ん
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農
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業
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な
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p
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p
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て
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迄
無
用
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し
人
民
は
有
用
ビ
な
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今
は
單
に
國
産
を
食
盡
す
る
を
能
事
ヒ
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せ
る
農
民
は
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轉
し
て
國
富
の
增
進
に
寄
與
す
る
こ
と
大
な
る
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勉
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ご
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其
食
料
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を
償
ふ
の
外
多
く
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剩
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生
逢
し
て
國
に
報
ゆ
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も
の
ざ
な
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者
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如
き
人
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は
其
數
如
何
；
多
く
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必
竟
無
用
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從
て
國
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顧
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貧
か
る
可
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者
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如
き
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强
き
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た
る
可
し
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小
農
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農
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の
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滿
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榮
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in the circumstance of rendering farms great

-since it is supposed that great fkrms are 

pernicious

to 

p>opulatlon a
n
d

 
raise 

the 

prices 

o
f 

ガrovisious too 

h
i
g
l
v

大
農
と

云

，は
す
小
農
ピ
云
は
す
政
沿
の
要
‘は
事
物
の
自
然
に

任

，.せ
完
全
な
る

.自
由
'を
保
障
す 

る
に
タ
然
る
に
人
爲
的
に
大
農
の

發
生
.を
妨
止
す
る
政
策
を

取

ら
ざ
る
可

か
ら

す
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す
る

-
 

は
極
め
 

て
ぜ
害
な
る
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見
な
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CS,

今
其
理
由
を
わ
げ
ん
に
先
づ
小
農
ょ
ぅ
は
大
農
の
方
當
カ
大 

な
、れぱ
改

.良
を
行
ふ
に
條
カ
わ
も
、而
し
て
收
稷
參
き
ほ
と
國
の
富
は
增
し
、農
夫
自
&
も
地
主 

も
國

K

全
體
も
其
利
を

享
く
可

し
，
榮
働
に

對
す
る

需
要

も
亦
大
な
れ
ぱ
人
ロ
の
播
加
を
來
す 

可
し
然
る
に
之
を

妨
ぐ
る
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き
農
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を
妨
げ
て
惡
し
：

き
f
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る
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し
て
何
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へ
ら
く
、小
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下
に
於
す
は
農
关
は
自
足
自
給
，の
生
活
を
以
て
安
心 

し
他
に
就
て
必
用
品
を
質
入
る

/
に̂
及
ば
す
、然
る
に
大
農
制
下
に
於
、
て
は
，獨
立
な
る
農
夫
は 

他
人
の
廣
人
に

®

じ
其
生
沿
に
要
す
る
所
は
悉
ぐ
之
を
市
場
に
就
て
質
入
る
、
を
錄
®
な
く 

せ
ら
る
可
し
が
く
て
生
活
は
彌
々
圓
難
ビ
な
ム
子
女
は
父
の
重
荷
ビ
な
ム
結
被
は
厭
は
れ
人

n

は
贼
少
す
ご
。ヤ
ン
グ
答
へ
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日
く
小
農
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人
口
增
加
す
る
こ
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l
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h
e
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l
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e
c
o
m
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o
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1

r

、
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i
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,
M
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な
し
、論
者
は
人

n

を

第

一

マ
し
し
チ
は
國
富
を
人n

ょ

i
も

重

レW

篇
す
、ル

^
ぎ
す
い
.を

い

.ぐ 

も
國
に
し
て
弱
く
丑

.ウ
貧
な
る
ビ
き
は
何
の

®
か
わ
ら
ん
。論
卷
又
日
く
大
農
は
猶
機

.械
，の
如 

し
工
業
に
於
て
機
械
の
採
用
が
勞
働
に
對
す
る
需
要
を
減
す
る
如
く
大
農
は
農
業
に
於
け
る 

榮
働
の
需
要
を
贼
少
す

W
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切
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an idea 
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Î
est 
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§t a

 

little astonishing 
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黎

.ご
大
麥
マ

」

を
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別
し
得
る
程
の
人
ら
ぱ
小
農
，の
勞
働
.の
大
農
の
勢
動
に
劣
る
こ
を 

知
ら
ざ
，る

の

理

な

し

而

し

て

予
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十
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4
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縛
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ら
る

’
 
> 
を
释
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農
耕
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な
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の
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縛
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ら
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满
す
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满
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大
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れ
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市
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る
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な
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爲
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に
し
.て
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農
は
儉
穀
を
出
す
力
な
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货
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.て
其
棘
少
防
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，す
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み
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以
て
能

-事
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す
る
纖
慕
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ロ
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持
せ
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爲
め
；
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あ
ら
や
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邀
從
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む
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